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藤棚新聞    

 

 

 
日頃、地域の皆様には、ご協力・ご支援いただき 

まして、本当にありがとうございます。 
子育て、人育ては、家族を土台に人間として積み上

げてきた生活の有り様や生活習慣を、代々引き継いで
きた文化であるとも言えます。情報化・多様化社会の

中、子どもたちに関わる周囲の大人が担う責任は、重
大であり難しいものと感じます。その周囲の大人各自

の考え方・生き方、地域の大人同志の結びつきや連携
は、子どもたちにとって身近なものであるだけに大切

になってくると思います。 
人の能力は、自分が得たものを他に広げ、伝え、役

立たせてこそ生きる力となります。また、そう思う心 
も能力であり、その一歩が「働く」ということだと思います。「働く」は傍楽から出た言葉で、

傍（側）を楽にする意味とも言われますが、正に他のために役立たせようという心の表れです。 
 歴史ある藤棚周辺の地域の文化や地域の方々の活力に触れながら、共に生きる力を育んでいき

たいと思っています。今後ともご協力、よろしくお願い申し上げます。 
     ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

 

 

 

 

東久保町の坂に愛称をつける人気投票（東

久保町夢まちづくり協議会主催）が、４月１
日に池の上公園で行われました。 
６か所の坂でそれぞれもっとも人気があ
った名称の中から一人ずつの当選者が選ば

れて賞金 3,000円を獲得しました。 

 

公園では同時に祭り実行委員会主催のフリーマーケットも開催されて大勢の人たちで賑わい 
ました。 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 次号掲載        
稲荷台小学校４年２組（平成２０年度）の子どもたちが総合的な学習で、藤棚商

店街マップをつくりました。６月号では、子どもたちが商店街に寄せる熱い思いと

作った藤棚商店街マップを掲載します。 

第４号 

発行 
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藤棚新聞運営委員会 

「地域の力」を力に 稲荷台小学校長 海野敏朗 

【海野校長】 
【稲荷台小学校】 

“坂”に愛称を！ 

＊名称と当選者＊ 
①トキワ坂（吉田靜子さん）②あずま坂（向井

傳美子さん）③会館坂 （今井英雄さん） 
④富士見坂（酒井武雄さん）⑤池ノ上坂（杉崎

宜子さん）⑥Ｓ字坂 （西島淳さん） 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
いっしょに藤棚新聞を作りませんか。取材・写真・編集・印刷・配布をします。また、広告の掲 
載も募集しています。下記の藤棚新聞運営委員会にご連絡ください。 
【発行】藤棚新聞運営委員会 〒220-0053 横浜市西区藤棚町 1-99-4【電話/ﾌｧｸｽ】045-261-1052 

 
久保町 原口さん最優秀賞獲得！ 

――全国消防団意見発表会―― 
 
 平成 20 年度消防団員入団促進キャンペーンとして、2月 25 日（水）

に東京港区のニッショーホールで開催された総務省消防庁主催全国
消防団意見発表会において、久保町の原口創さんが最優秀賞を獲得

しました。 
 この日は全国各地で活躍している消防団から集まった代表12人の

中で、原口さんは「都市型消防団のあり方について」というテーマ
で発表して、入団者を増やすことと商店街と団員の連携を訴えまし

た。子供と一緒に空手をやって海外試合にも参加しながら毎日体を
鍛えているという原口さんは、発表の中で『地域の「若者」ネット

ワークを構築し、団員の増加をはかり、住民から信頼される魅力と
活力のあふれた都市型消防団として』精進していくと述べました。 【久保町 原口 創さん】 

  

 

【店主の赤居政子さん】 

開店して、今年で 5年目。扱っている商品は、
イタリアや国内の高級ブランドの品物で、スー
ツで通常価格５～６万円のものを 5000 円程度
で販売しているそうです。洋服・毛皮・バック・
パンプス・着物・手作り品（例えば西陣織の帯
をバックに作り変えたもの等）と様々です。ふ
らっと立ち寄ってみて下さい。きっと、お気に
入りの商品が見つかるかもしれません！ 

ニコニコ商店街 
TEL：045－241－2789 

藤棚地区の福祉作業所など５か所が

力を合わせて、母の日のかわいい籠に
入ったギフトを作っています。 

それぞれの作業所が協働してステキ
なものを作ろうと去年のクリスマスに

始めて、今回は２回目です。 

のキャンペーン第２弾 

５つの作業所のコラボで 
母の日ギフト 

西区地域活動ホームはピーナッツバター＆ブランクッ
キー、ゆめづくり三番館はガレット、日総ぴゅあはハーブ

ティ、はーと工房はメッセージカード、そしてみらい工房
西は籠、とそれぞれ分担して、母の日に 

合わせて作成の真最中です。 
地域コラボの成果のギフトは、ひとつ 

600 円（160 セット限定）で、４月一杯 
注文を受け付けているそうです。 

ぴかぴかの１年生 
おめでとう 

 
 
 
 
 
 
４月６日稲荷台小学校では５５人
の新入生が入学式を迎えました。体育

館では家族が見守る中を２年生と手
をつないで入場しました。校長先生か

らは「学校ではみんなで助け合って勉
強や遊びをすることが大事です」とお

祝いの言葉がありました。 
 おだやかで桜が満開の暖かい日、新

入生はこの日を忘れないでしょう。 


